
 

 

 先週 7 日に新入生を迎え、令和３年度の荒川工業高校の学びがスタートしました。そのス

タートに際しうれしいことがありました。始業式後の校長室に全日制課程の生徒会長が挨拶

に来てくれました。生徒会長は、「校長先生よろしくおねがいします。」との挨拶に続けて、「今

年度は、どうしても学校行事をやりたい」「学校生活を楽しみたい」「実施させてほしい」と皆

さんの気持ちを代表して伝えに来てくれました。 

 きっと、初めて話す相手に、自分の気持ちを伝えることは、勇気が必要であったことと思い

ます。さらに、自分のことだけではなく、生徒みんなの気持ちを考えて

行動したこと、素晴らしいですね。 

 皆さんに、学校生活を楽しむための秘訣を一つお話しします。それは、

「恥ずかしがらずに、楽しむ」ということです。新しいことを知ったり、

できたりするとうれしいですよね。また、自分で成長を感じられるとや

る気が出ますよね。学校には、皆さんを支えてくれる先生方や先輩、友

達がいます。そのサポーターの力を借りて楽しみましょう。分からない

ときは、「分かりません」「教えてください」。辛いときは、「つらいです」「助けてください」。

何かに挑戦したいときは、「挑戦したいです」「協力してください」。表現することは意外と難

しいことですが、恥ずかしがらずに表現すると、不思議と成長の一歩につながります。 

是非、「恥ずかしがらずに、楽しむ」を意識してみてください。その実践のチャンスが部活

動への加入です。1年生に限らず、2年生も 3年生も、「いまさら」とか「おそすぎる」と「恥

ずかしがる」ことなく、楽しむための一歩を踏み出してください。 

 さて、生徒会長からの宿題ですが、感染予防の徹底が求められる中、学校行事を実施するた

めには何をしなければならないでしょうか。そのことを、荒川工業高校が一つになって考えな

ければなりませんね。「どうしても実施したいのか」「実施する上での心配な点は何か」「心配

を取り除くための工夫は考えられないか」、一人では考えつかないことも、皆で考えれば、よ

い案が出てくるはずです。生徒会長の勇気ある一歩を大切にしましょう。 

 

 

 学校の中をぶらりと歩くと、教室ごとに雰囲気が違うことが分かります。遊園地のアトラク

ションやショッピングセンターの専門店のように、それぞれの教室が魅力的に感じます。先

週、ホームルームの時間の様子を見てまわりました。各先生が皆さんの成長を信じて、皆さん

には何が必要か、先生ができることは何かを模索している様子が伺えました。学校はいいです

ね、「伝える」だけでなく、どうすれば「伝わる」のかを先生方は工夫をしています。皆さん

も、「受ける」だけではなく「受け取る」ことができるともっと良いですね。相手が何を伝え

ようとしているのかを思考し、情報をしっかりと受け取ってください。 

 さて、先週、東京都は国のまん延防止等重点措置の適用を受け、本校でもこれまでの感染症

対策をより徹底しなければなりません。学校にいる間はもちろんのこと、登下校中、放課後の

帰宅後などの場面で、一人一人が自分自身と周囲の人の健康と日常を守るための行動を心掛

けましょう。これまで、皆さんはしっかりと感染リスクに対応できています。気持ちを緩めず

感染症予防対策を徹底してください。学校での生活を楽しむためには、授業、

学校行事、部活動等の教育活動は必要不可欠です。一人一人の心がけが学校

での活動を守ることになります。頑張れ！荒工生！ 

 

 

あらこう 散歩（Vo１）       

さぁ！はじまりました 
 

「未来を創る！彩る！荒川工業」 

ぶらり、あらこう散歩 
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